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心のドア ちょっといい話、ぬくもりまゆちゃん㊵
啓発ってどんなことをしているの？、啓発のひかり

　　　　令和４年 11 月 18 日（金）～ 11 月 24 日（木）
　　　　月曜日～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 7 時まで
　　　　土曜日・日曜日　午前 10 時～午後 5 時まで
　　　　0570-070-810　　　　　　　人権擁護委員・法務局職員　　　　　　　　　電話相談

上記強化週間以外の日でも、平日午前 8時 30分から午後 5時 15分までの相談に応じています。
http://www.jinken.go.jp/（パソコン、携帯電話、スマートフォン共通）

日時

TEL 相談員 相談の形態

法務省の人権擁護機関では、夫・パートナーからの暴力やストーカー、職場でのセクシャル・
ハラスメント等女性をめぐる様々な人権問題に積極的に取り組むことを目的として、全国一斉「女
性の人権ホットライン」強化週間を実施し、電話相談を時間を延長して取り組んでいます。

「女性の人権ホットライン」強化週間全国一斉
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住みごこち一番・可児ー～安心、元気、楽しいまち～の推進
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可児市人権啓発センター主催　高齢者の人権講演会

旭小学校　：11/9（水）
春里小学校：11/14（月）

人権旗掲揚：市役所・総合会館正面玄関前 庁舎側面懸垂幕
人権フェスティバル in ぎふ：マーサ21（12/10）

・選考本 70 冊（勇気・友情・希望）
・道徳 4 コママンガ冊子
・道徳 4 コママンガ しおり付

［結果］	令和 4 年度応募数………………… 3,013 作品
［内訳］	標語… ……………………………… 2,553 作品
	 300 字小説…………………………… 460 作品

ご自由にご覧ください。
時間　9：00 ～ 16：00

総合人権マンガ展
（福祉センター）

11/30～
� 12/14

人権合同展
（図書館と共催）
標語・300字小説入賞作品

11/19～
� 12/15

市役所人権マンガ展
（市役所ロビーにて）

3/6～
� 3/20

子ども・ぬくもり教室
（小学校巡回）

11/9
11/14

人権週間啓発活動12/1 ～
� 12/10

小学校「人権本巡回制度」スタート
（愛称：ブックス・フロー）5/19 ～ 「標語・300字小説」募集7/4～

� 9/2

機関紙「ぬくもり」79号発行
（市内全戸配布）7/1

機関紙「ぬくもり」81号発行
（市内全戸配布）3/1

生涯元気に暮らすには！！
軽度認知症予防、頭の体操

薬袋 淳子先生� 岐阜医療科学大学 看護学部 学部長
医学博士を取得し、社会医学講座をスタート地点に地域
住民の健康をサポートして20年以上になります。現在
は、看護学部長と地域連携センター長を兼ね、健康寿命
の延伸と認知症予防を中心とした活動をしております。

橋本 廣子先生� 岐阜医療科学大学 看護学科教授
専門は公衆衛生看護（保健師教育）。現在は大学の地
域連携室（なないろルーム）で地域住民を対象に活動
をしている。

いつまでも自分らしく、笑顔で過ごすために！どうすれば、健康に明るく歳を重ねていけるのか。軽度認知障がい（MCI）
にならないために気をつけたいポイントなど、今からできることを、この講演会で楽しく学んでみませんか？

	 お電話・FAX・メールにて「お名前」「電話番号」をお知らせください。
	 11 月 25日（金）締切
	 可児市人権啓発センター　TEL/FAX （0574）63-7990
	 可児市広見 1-5　可児市総合会館 2F／ E-mail：jinken.nukumori@gmail.com
	 ※定員 50名（定員になり次第、受付を締め切らせていただきます）

お申込み方法・期間

お申込み・問合せ

 　　　令和４年12月３日（土） 13：00 ～ 15：00（開場 12：45～）
 　　　可児市福祉センター 大ホール（可児市今渡 682-1）
 　　　・軽度認知障がい（MCI）について　・脳の健康を維持する頭の体操
 　　　・軽度認知障がい改善のための対策 など

日時

場所

講演
内容

権 マ ン ガ ま つ り人

講師プロフィール

前期活動実績主な

後期活動計画主な やります！

やりました！

後援：可児市

入場無料
定員50名

昨年と同様ご理解の上、多数集まりました。
ご応募、ありがとうございました。
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1.「いじめ」は、人として許されない行為である。………58.6�（51.0）
2.「いじめ」は、人の心や体を傷つける行為であり、やめた方がよい。
　…………………………………………………………33.0�（34.0）
3.	ひどい「いじめ」はよくないが、ささいなことなら気にしない方
がよい。……………………………………………… 5.0�（7.3）
4.「いじめ」を受ける子にも原因がある。…………… 2.2�（4.6）
5. わからない。………………………………………… 1.2…（2.2）
無回答…………………………………………………… 0.0…（1.0）

（市）人づくり課・人権啓発センター：共同調査

「人権に関する市民意識調査」結果速報
人権問題に係るより効果的な啓発活動や、適切な人権施策を推進するうえでの資料とするため、平成 30 年度

に続き 10 回目となる「人権意識調査」を行いました。調査にご協力いただきありがとうございました。
①調 査 期 間　令和4年8月1日～8月15日
②調査対象者　1,000人（市内に居住する男女各500人）
③回 答 者 数　男性：133名、女性：188名、不明：9名、計：330名
　　　　　　　〈回答率：33.0%（男性：26.6%、女性：37.6%）〉

①男女差別　②こどもの人権　③いじめ　④高齢者　⑤障がい者　⑥同和問題　⑦同和問題の解決　⑧外国籍市民　⑨多文化共生
⑩感染者等　⑪更生保護活動　⑫インターネットやＳＮＳ等による人権侵害　⑬DVやセクハラ、パワハラによる人権侵害
⑭性同一性障害、性的指向をはじめとする性的少数者の人権　⑮人づくり　⑯人権の尊重　⑰性別・年齢

調査項目

主な結果

子どもたち同士の「いじめ」によって「仲間はずれ」にさ
れたり、時には「自殺」にまで追いやられたりする事件が起
きています。「いじめ」について、あなたのお考えに近いも
のを１つだけ選んでください。� （　）値 : 前回値（H30年度）

ＬＧＢＴ〔Ｌはレズビアン、Ｇはゲイ、Ｂはバイセクシャル、
Ｔはトランスジェンダー（生まれた時の身体的性別と性自認
が異なる人）です〕の人権について、あなたの考えに近いもの
を 1つだけ選んでください。� （　）値 : 前回値（H30年度）

仮に、あなたの近所の家庭で、高齢者が大切にされていない
ことを聞いた場合、あなたはどう考えますか。あなたのお考え
に近いものを１つだけ選んでください。�（　）値 :前回値（H30年度）

あなたは、日ごろの生活の中で、互いの違いを認め合い、
相手の立場を尊重するなどの「人権の尊重」について身近に
感じていますか。あなたの感じ方に近いものを１つだけ選ん
でください。� （　）値 : 前回値（H30年度）

「いじめ」について

性同一性障害、性的指向をはじめとする
性的少数者（LGBT）の人権について

高齢者について

人権の尊重について

1. 知っているし、理解できる。…………………… 53.3�（55.6）
2. 知っているが、理解できない。………………… 29.0�（24.5）
3. 知らないし、理解もできない。……………………2.8�（3.6）
4. わからない。……………………………………… 14.6�（14.8）
無回答…………………………………………………0.3�（1.5）

1. 高齢者であることや、高齢による障がいなどを理由に大切に
しないことは、人間として許されない。… …………38.0�（30.8）

2. 高齢者は、人生の先輩として尊重されるべきである。
　…………………………………………………………34.6�（36.9）
3. 状況によっては、ある程度は迷惑がられてもやむを得ない。
　…………………………………………………………13.1�（17.5）
4. 高齢者の方に原因があればしかたがない。………10.3�（11.9）
5. わからない。………………………………………… 3.7�（1.9）
無回答…………………………………………………… 0.3�（1.0）

1. 非常に身近に感じている。……………………… 19.9�（16.5）
2. 少し身近に感じている。………………………… 33.0�（29.9）
3. どちらともいえない。…………………………… 28.7�（35.2）
4. あまり身近に感じていない。…………………… 16.5�（16.3）
5. まったく身近に感じていない。……………………1.9�（1.0）
無回答…………………………………………………0.0�（1.2）

※詳しい結果報告書は12月1日以降、各連絡所にありますので自由にお持ちください。（配布部数制限有）また、本センターのホームページにも掲載いたします。

質問３

質問14

質問４

質問16
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作・画：miho ／監修：川手
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〈子どもから教えられること〉

啓発ってどんなことをしているの？
市民人権意識調査編
「市民人権意識調査」とは市民が人権についてどのように考えているかを聞
き、市の目指している住みよいまちづくりに役立てたいと考え実施するもの
です。
平成３年の開設以来、数年ごとにこの調査を実施してきました。従来調査
との差の大きさにより、その解決のための啓発活動を進め、調査結果を公表し、
広く一般の人々に人権の問題に考えてもらうこと
を目的に行うものです。
今年度は、調査の年となり、その報告書が11月
15日に出来上がります。
詳しい報告書は、12月 1日以降、各連絡所に
ありますので、ご自由にお持ちください（配布部
数制限有）。
また、本センターホー
ムページにも掲載します
ので、ご覧ください。

その5

★この春、股関節の手術を受け、２週間ほど入院しました。２回目の手術で
したが、麻酔が解けた後ベッドから動くことのできない１日のつらさを覚え
ていたので、落ち着かない時間を過ごしていました。
手術前日の午後入院すると、主治医や担当看護師さん、麻酔医、リハビリ担
当の先生、手術室の看護師さん等々が次々にやって来て、
「体調はいかがですか？」
「心配なことはありますか？」
「全力でフォローしますので、がんばってくださいね。」
などと声をかけていただき、心穏やかに過ごす
ことができました。コロナのため面会謝絶だっ
たので、おしゃべり大好きな私にとってはつら
い日々でしたが、看護師さんやリハビリの先生
方とのおしゃべりに心がなごみました。
次から次へといろいろな患者が入院して来る忙
しい毎日の中でも、患者一人一人にやさしくて
いねいに接してくださる病院関係者の方々の姿
に、感謝感謝の入院生活でした。� （ｍ・o）
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■

令和４年度 平成30年度 平成26年度

意識調査報告書意識調査報告書
可児市人権啓発センター 令和４年11月15日発行

市 民 人 権

■市民の人権意識は？
　可児市人権啓発センターでは、平成３年の開設以来、数年ごとに「市民の人権意識調査」を実施して
きました。この調査の目的は、市民の皆さんの人権意識の実態を把握し、従来調査との差の大きさにより、
その解決のための啓発活動を進め、調査結果を公表し、市民の皆さんの人権に対する関心を高めてもら
うものです。過去の値と比較できるようにもしています。
　今回の調査は、可児市市民部人づくり課の協力を得て実施しました。

〈概要〉
年　度 令和４年度 平成30年度 平成26年度

調査の時期 令和4年8月1日～8月15日 平成30年8月1日～8月15日 平成26年8月１日～8月15日

調査の方法 無作為抽出法（市民1,000人） 無作為抽出法（市民1,000人） 無作為抽出法（市民1,000人）

対象の属性
（20歳以上）

男性 500人
1,000人

男性 500人
1,000人

男性 500人
1,000人

女性 500人 女性 500人 女性 500人

回答者数

男性 133人

330人

男性 187人

415人

男性 165人

409人女性 188人 女性 225人 女性 241人

その他 9人 不明 3人 不明 3人

回 答 率

男性 26.6%

33.0%

男性 37.4%
41.5%

男性 33.0%
40.9%

女性 37.6% 女性 45.0% 女性 48.2%

その他 0.9%

※市民の中から、男女各500人を条件に無作為抽出としました。
※回答率は前回より8.5％低下しました。前回同様女性の回答率が高い結果となりました。

今回の報告書
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よ
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先
生
は
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必
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を
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に
感
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し

き
い
と
君
に「
人
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大
切

さ
を
教
え
ら
れ
た

何
？
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住みごこち一番・可児ー～安心、元気、楽しいまち～の推進

はぐくもう 思いやりの心

人権啓発シンボルマーク

人権擁護都市かに

住みごこち一番・可児ー～安心、元気、楽しいまち～の推進

はぐくもう 思いやりの心

人権啓発シンボルマーク

人権擁護都市かに


